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一般社団法人日本保険鍼灸マッサージ師会のホームページができました。 

japanharikyumassage.com 

何度も検索して SEO にご協力ください。（^0^;） 

これまで、正常分娩は疾病ではないという認識から保険給付されておりませんでしたが、本年 5月 29

日、国は、参院本会議で正常分娩による出産費用を全額給付にしました。 

健康保険法は大正 11 年 4月 22 日に成立し、翌年関東大震災が起きた為、施行が大幅に遅れ、大正 15

年 7月 1 日施行され（改正）「…疾病、負傷若しくは死亡又は出産に関して保険給付を行い、もって国民

の生活の安定と福祉の向上に寄与することを目的とする。」とあります。正常分娩は、今日まで、原則的

に公的医療保険から給付されておりません。鍼灸については昭和初期から昭和 25 年まで給付であったも

のを、昭和 25年から給付を実施せず、以後、償還払いとしておりました。明らかに法に反する事です。

国民への給付権利侵害であり、国民は多大な経済損失を受けています。 

この度、めでたく正常分娩は、健康保険法成立からおおよそ百年目にして法の通り給付となりました。

東洋医療の漢方薬は給付されているものの、鍼・灸（あんま・マッサージ・指圧）は戦後 76年間未だ給

付が実現されていません（生活保護、労災に関しては給付）。 

日本は、世界一長寿国で少子高齢化社会となった一方で、医療費 48兆円超えとなっており、医療・福

祉費は増大が懸念されています。鍼・灸は、薬物を使わず、抵抗性の弱い高齢者には最適です。足腰・膝

の患いで歩行困難となった患者さんの治療に鍼灸は最適で、寝たきりや認知症予防に効果が大きく、生涯

現役に役立ち、70、80 歳それ以上も就労可能となります。就労することにより、高齢になっても価値ある

老後を築く事を可能とします。幸福な人生に役立ち、医療経済にも数兆円の経済効果が見込まれていま

す。 

国・保険者はコンプライアンスを遵守し、一刻も早く、最後に残っている、鍼・灸・あんま・マッサー

ジ・指圧の東洋医療の給付を必ず実現しましょう。 

 

法に従うのであれば、出産の次の給付化はあはきです！ 

代表理事 藤岡 東洋雄 

https://japanharikyumassage.com/
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9 月 17 日（木）に行われた国民の会役員会の報告をいたします。参加者は関西は、藤岡理事長・坂

田先生・私加藤の 3人で、リモートで東京の清水先生が、ご参加くださいました。残念だったのは、

これまで仙台からリモートでご参加いただいていた土田先生が交通事故後の体調が思わしくないとい

うことで今回からご参加出来なくなりました。善徳先生に続いて二人目の不参加でダメージは大きい

のですが、役員会で話し合った結果、11 月からは会の開催日を第 4木曜日に変更して、山西副会長に

常時リモート参加いただけるようにしようということになりました。なので、また新たな役員会のご

報告が出来ると思いますので、お楽しみにお待ちください。さて、本日の役員会ですが、各支部報告

も早々に切り上げ、12月から始まるオンライン資格確認の義務化について長時間話し合いました。今

年 2月 20日付の厚生労働省通知で「施術所にオンライン資格確認を義務付け、未導入なら保険取扱い

を中止する」というものがありました。当会では保険局の指導により、保険取扱い者のほとんどの方

が導入出来ていると思われますが、導入を受け入れるのと制度を受け入れるのとには大きな隔たりが

あります。年齢や視覚に障がいがある等、「やむを得ない事由」の申し出というものもありますが、そ

れ以前の問題として、マイナ保険証自体が任意であるにも関わらず、どうしてマイナ保険証の読み取

り器を導入しなければならないのでしょうか？保険取扱いの患者さんに保険が使えなくなっては申し

訳がないので、渋々導入を指導いたしましたが、こういう力ずくのやり方には大いに抗議しなければ

ならないということになりました。今月の YouTube 動画のテーマも「オンライン資格確認義務化」で

す。坂田先生がわかりやすく解説されていますのでご視聴ください。今月の保険局ニュースでも取り

上げていますのでそちらもご熟読いただければと思います。今回の「オンライン資格確認義務化」は

通知による義務化です。同意書の時とまったく同じです。同意書と同じように既成事実とならないよ

うにしなければならないと切に思いました。私たちあはきの保険取扱いは、どんどん使いづらいもの

になって来ています。今後も厚生労働省の動きに注視していきましょう！それでは、来月号の「国民

の会便り」もお楽しみにお待ちください。 

 

 

 

 

 

理事会決議により国会議員顧問団結成を準備中 
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第３４回 

尼崎健康市民大学
夜中に目が覚めても大丈夫！ 

～無理せず整える、快眠習慣～ 

講 師：菊池 真紀  

日本成人病予防協会認定講師   

アクティブ ライフプロダクツ代表 

１０月１８日（日） 

尼崎市女性センター 
トレピエ ホール 

13:00 開場 13:30 開校 

日々の暮らしの中に、健康の保持増進の一助として

もっとあんま はり きゅう を利用してもらえるよう取

り組んできた市民大学。今回は、尼崎市女性センター 

トレピエ ホールで34回目の開催となります。 

講師は昨年好評だった菊池 真紀（アクティブ ラ

イフプロダクツ代表）をお迎えし、「夜中に目が覚め

ても大丈夫！～無理せず整える、快眠習慣～』をご講

演いただきます。 

「私だけではない」と安心していただきながら、簡

単にできる「睡眠の質を上げるポイント」について、

単なる睡眠の知識にとどまらず、人生をより楽しむた

めの睡眠についてお話しいただきます。また、昨年に

引き続き、椅子に座ったままできる簡単なヨガや呼吸

法も体験していただきます。 

菊池 真紀さんのプロフィールは・・会社員時代に

肩こりや頭痛に悩まれ、ご長男のご病気をきっかけ

に、健康の大切さを深く認識され、その後、日本成人

病予防協会認定講師、タイ式ヨガ「ルーシーダット

ン」のマスターインストラクターとして、15年以上に

わたり、延べ 5万人以上の体質改善の実践をもとに、 

精力的に講演・研修活動を展開されております。今

回も役員中心の運営となりますが、会員のお手伝い

も大歓迎です。ぜひご参加くださいます様お願いい

たします。 

講 師  菊池 真紀  

日本成人病予防協会認定講師  

アクティブ ライフプロダクツ代表 

学 長 藤岡 東洋雄 

（一般社団法人日本保険鍼灸マッサージ師会代表

理事 協同組合兵庫県保険鍼灸師会理事長） 

主 催  尼崎市保険鍼灸師会 

一般社団法人日本保険鍼灸マッサージ師

会 

共 催 協同組合兵庫県保険鍼灸師会 

後 援  尼崎市 尼崎市教育委員会 兵庫県保険医協

会尼崎支部 尼崎商工会議所 尼崎市社会福

祉協議会 産経新聞神戸総局 毎日新聞阪神

支局  

神戸新聞社 サンテレビジョン  

■交通案内 

 尼崎市女性センター トレピエ 

 兵庫県尼崎市南武庫之荘 3丁目 3６－1 

●阪急電車「武庫之荘駅」下車 南へ 200ｍ 

●阪神バス「北図書館」下車 北へ 100ｍ 

実行委員長 木場 博重 
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 編集後記 

 代替わりした山の靴が未だデビューしていませ

ん。やっと暑さが和らいだので、そろそろ行きたい

ところです。 

 

会の活動・広報部へのご要望、アイデ

ィアは随時受け付けております。事務所

へご連絡ください。 

療養費申請のツボ 

●料金改定について 

6月 9日、厚生労働省から料金改定の通知が出ました。7月 1日施術分から新料金に変わりますのでご注

意ください！ 今回の料金改定では、月 16 回以上の施術に対して 50％の減額や同一施設への訪問割合が

90％以上の場合、施術料が 80％に減額というものがあります。よろしくお願いいたします。 

●新しい同意書・申請用紙について 

7 月 1 日からの料金改定に伴い同意書・申請用紙が新しい様式に変わります。申請用紙は当分の間は旧

用紙でも認められていますが、同意書は裏面が印刷または添付されていないと返戻になる恐れがありま

す。よろしくお願いいたします。 

●同意書の変更について 

 新しい同意書は、表面の「留意点を確認した」のチェック欄が増えたのと裏面の「オンライン診療での

同意書交付…」が増えただけです。6 月の時点で旧同意書を患者さんに渡してしまったとご心配されてい

る会員さんがおられましたが、古い同意書を使用したことで保険者からの返戻等があった場合は保険局に

お知らせください。理由を説明して保険者に認めさせますのでよろしくお願いいたします。ただし、7 月

以降に同意依頼をする場合は、必ず新しい同意書で対応願います。なお、チェック欄にチェックが入って

ない場合をご心配されている会員さんもおられますが、こちらも保険局が対応いたしますので、ご連絡い

ただければと思います。今後は、同意依頼をする際にチェック欄のチェックを促すように文章を考えてみ

てください。 

●明細書発行について 

 領収証兼明細書は、「正当な理由（患者本人からの明細書不要の申し出がある場合・視覚障がい等その

都度明細書の発行が事実上困難であるなどやむを得ない事情がある場合）」がない限り無償で交付すると

なっていましたが、この 7月施術分から一回 10円の明細書発行加算を算定出来るようになりました。施術

毎に毎回明細書を発行した場合（例）月 10 回施術 10 円×10 回＝100 円の算定になります。また、毎回発

行せず１か月単位で交付する場合は患者への意向確認書が必要となります。（※訪問施術の場合は必要な

し）この意向確認書は一度記入していただければ、毎月の記入は必要ありません。ただ、施術完結の日か

ら 5 年間は保存しておいてください。ここまでお読みいただいてわかるように、非常にコストパフォーマ

ンスの低い算定です。よく考えて算定してください。よろしくお願いいたします。 

 


